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新しい生活様式を
実践しましょう
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新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
身
体
的
距
離
の
確
保
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
対
策
を
含
め
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
日
常
生
活
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
は
、
自
ら
を
感
染
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
周
囲
に
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
自
分
の
み
な
ら
ず
、
家
族
や
友
人
な
ど
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
感
染
症
対
策
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日常生活での基本的感染対策

日々の生活の中で一人一人が次のことを心掛けましょう。また、高齢者や持
病のあるような重症化リスクの高い人と会う場合は、体調管理などにより厳
重に気を付けましょう。

▶▶一人一人の基本的感染対策

① 3 密（密集、密接、密閉）を避ける

②外出はマスクを着用し、咳エチケットを徹底

③人との間隔はできるだけ 2 メートル（最低 1 メートル）空ける

④会話をするときは、可能な限り対面を避ける
⑤こまめに手洗いや手指消毒を行う

⑥毎朝体温を測定し、健康チェックを行う（発熱や風邪の症状がある場合は、

無理せず自宅療養）

⑦感染が流行している地域への往来は避ける

⑧もしもの場合に備え、誰とどこで会ったかなどのメモを残す

新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA」は、厚生労働省が作成し
たスマートフォンのアプリです。新型コロナウイルス感染症の感染者と
接触した可能性について、通知を受け取ることができます。
利用者は、陽性者と接触した可能性がわかることで、検査の受診などのサポー
トを早く受けることができます。

新型コロナウイルス接触確認アプリ COCOA

アプリの詳細やインストール方法については、右の QR コー
ドを読み取って、厚生労働省ホームページ（https://www.
mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html）
をご確認ください。

▶▶各場面別の生活様式
買い物

娯楽・スポーツ等

食事

冠婚葬祭などの親族行事

・1 人または少人数ですいた時間に行く
・電子決済を利用する
・あらかじめ計画を立てて素早く済ます
・サンプルなど、展示品への接触は控えめにする
・レジに並ぶときは前後の間隔をあける
・通販も利用する

・公園は、すいた時間・場所を選ぶ
・筋トレやヨガは自宅で動画を活用して行う
・ジョギングは少人数で行う
・すれ違うときは距離をとる
・予約制を利用してゆったりと行う
・狭い部屋での長居は避ける
・歌や応援は十分な距離をとるかオンラインで行う

・対面ではなく横並びで座る
・大声での会話を避ける
・大皿は避けて、料理は個別にする
・グラスなどの回し飲みやお酌は避ける
・持ち帰りやデリバリーも利用する
・屋内よりも屋外空間で気持ちよく
・店内でマスクを外した場合は清潔な袋などにしまう
・こまめに手洗いをする（入店時など）

・多人数での会食は避ける
・発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

働き方の新しいスタイル

・テレワークを活用する
・会議をオンラインで行う
・時差出勤などでローテーション勤務を実施する
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新型コロナウイルス感染症に感染したかもしれないといった健康相談は、「新型コロナウイルス感染症健康
相談センター」にご相談ください。24 時間対応しています。

▼相談先等

各
施
設
等
で
も
新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
て
い
ま
す

●市民図書館 ●文化センター

▶▶市民図書館での取り組み
①ブックシャワーの推奨
ブックシャワーは、本の清掃や除菌を行う機
械です。図書館入口に設置してあります。
② 3 密の防止
使用できる椅子の数を減らし、3 密を防止し
ています。
③カード受け渡しトレイ設置
カードの直接の受け渡しをしないよう、カウ
ンターにトレイを設置しています。カウン
ターは、飛沫予防シートを設置しています。
④感染予防のお願い
消毒液の設置やマスク着用のお願いを入口に
掲示しています。
　この他にも、カウンター前の足形表示や定
期的な換気などを行っています。

▶▶文化センターでの取り組み
①受付の飛沫予防シート、足形表示
受付には飛沫予防シートを設置し、距離をと
るための足形を表示しています。
②感染予防のお願いと収容人数の表示
利用する際の感染防止策のお願いと施設内の
各部屋収容人数の目安を表示しています。ま
た、消毒液も設置しています。
③利用者情報の記入
利用者の氏名や連絡先等の情報を記入しても
らいます。
④座席利用の制限（収容率 50％以内）
ホールの収容人数は 520 名のため、半分の
260 席に「着席不可」の表示をしています。
　この他にも、イベントなどを実施する際は、
検温なども行っています。

①

②

③

④

①

③ ②

④

●市内小・中学校

▶▶市内小・中学校での取り組み
1. 登下校などの対策

・家庭と連携し検温や健康観察シートなどを活用した健康管理
・登下校時のマスク着用（熱中症などが発生する可能性が高い場合は、人との距離を保ってマスクを外す。）
・登下校直後の手洗い指導
2. 授業などでの対策

・教室の換気をこまめに行う
・毎時間の授業開始時に健康観察を実施
・教室内や集会などの整列の際は身体的距離の確保を行う
・授業や昼食時など、対面とならないような形で行う
3. 放課後・部活動などの対策

・部活動を除く、放課後の不要不急の活動は極力控える
・部活動の開始前に健康観察を行う

●市立病院

▶▶市立病院での取り組み
①発熱や風邪症状のある患者への対応
発熱等の症状がある人は、待機してもらい、
看護師が駐車場にて問診を行っています。
②身体的距離の確保
3 密を防ぐため、院内の座席には間隔を空け
て座るように表示を行っています。
③面会の禁止
入院患者への感染を防ぐため、面会を禁止し
ています。必要な物品等の引き渡しは看護師
が行っています。
④フェイスシールド着用
受け付けの職員や外来看護師は、飛沫予防等
のため、フェイスシールドをつけて対応して
います。

①

③

②

④

●民間企業（取材協力：明石酒造株式会社）

▶▶店舗・工場での取り組み
①・② AI 温度検知ターミナルの設置
店舗の入口に設置しています。入店の際に、
手をかざして検温します。また、消毒液も設
置しています。
③飛沫予防シートの設置
レジには、飛沫による感染を防ぐため、飛沫
予防シートを設置しています。
④検温の実施
工場内に入る業者等については、非接触型体
温計で検温を行っています。
　この他にも、荷物の搬入等で出入りする業
者については、会社名や連絡先等の記入をお
願いしています。

①

③

②

④

民間企業の店舗などでも各自さまざまな対策を行っています。明石酒造株式会社では、市の「中小企業職場環境
改善支援補助金」を活用して AI 温度検知ターミナルを設置しました。
※事業者向け支援策については、市観光商工課商工係（☎ 35-3728）にお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症健康相談センター　☎ 0985-78-5670（コロナゼロ）

※聴覚に障がいのある人や電話での相談が難しい人は、FAX でも相談を受け付けています。

　FAX：0985-44-2616
　FAX 相談票は、宮崎県ホームページ（https://www.pref.miyazaki.lg.jp/）で取得してください。　　　　

新型コロナウイルス感染症予防に関するお問い合わせは、市健康保険課でも受け付けています。

市健康保険課 市民健康係　☎ 35-1116（月曜～金曜：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）



地産地消応援学校給食

地元の特産品を味わう

7

14

　市では、新型コロナウイルスの影響を受けた
和牛肉の消費拡大と地産地消への理解を図るた
め、市内小中学校の給食でえびの産の牛肉を提
供しました。提供されたのは 76kg の牛肉で、
約 1500 食の牛丼です。
　加久藤小学校 6 年の六本篤樹くんは、「いつ
もの給食もおいしいけど、特別おいしかったで
す。牛丼が好きなので、また食べたいです」と
話していました。

えびの青年会議所フォーラム

未来について前向きに考える

7

8

　飯野高校で「えびの青年会議所フォーラム」
が行われました。これは、飯野高校生がえびの
青年会議所の事業に参画し、生徒一人一人が自
分の将来に対する不安や疑問を解消すること
で、明るく前向きに考えることができる契機に
してもらおうと行われたものです。
　第 1 部では飯野高校卒業生の岡園和也さん
による講演、第 2 部では青年会議所のメンバー
などによるトークセッションが行われました。

体温計寄贈

7

13

　学校法人日章学園から非接触型体温計 10 個
が寄贈されました。これは、2 月に市から中国
長春市の長春日章学園高中にマスクを寄贈した
お礼にと寄贈されたものです。この体温計は、
市内の施設やイベントなどで活用していく予定
です。
　後藤洋一理事長は、「えびの市から届いたマ
スクで大変勇気づけられました。市民の皆さん
のために活用してください」と話していました。

飯野高校オンラインセッション

夢実現に向けて 市内で活用してほしい

7

15

　飯野高校でオンラインセッションが行われ、
約 30 人の生徒が参加しました。オンラインセッ
ションとは、オンラインを通じて遠方の人と会
話をするものです。今回のオンラインセッショ
ンは、乃木坂 46 の生田絵梨花さんが「夢を実
現する力」をテーマにトークを行いました。
　同校 2 年の新村崚太さんは、「自分から見方
を変えるということを意識して、いろんな人と
接していきたいです」と話していました。
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まちづくり講演会開催

地域の元気がみんなの元気に
　市文化センターで「令和 2 年度まちづくり講
演会」が行われました。これは、地域のリーダー
の育成や幅広い視野でまちづくりのノウハウを
学ぶことを目的に毎年行っているものです。
　講師に Mamoruwa（マモルワ）代表黒木淳
子氏を招き、「小さな力が、元気な地域をつくる」
という演題で講演が行われました。
　黒木氏は、「一人の力は小さいが、地域で協
力すれば大きな力となる」と話していました。

上浦澤原八坂神社祭神事

伝統を変わらず継承していく
　上浦の澤原八坂神社祭が行われました。今年
は、新型コロナウイルスの影響により、毎年実
施されている「棒踊り・鎌踊り」は行わず、神
事のみ行われました。
　棒踊り保存会の川野三七人会長は、「今年は
新型コロナウイルスの影響で実施できませんで
したが、若い人たちもいるので、継いでいく人
たちがいる限りはしっかりと継承していきたい
です」と話していました。

8

1
7

16

寄附金贈呈

活性化に役立てて

8

3

　明治安田生命保険相互会社宮崎支社が市に寄
附金を贈呈しました。市と同社は令和元年 11
月に健康増進に関する連携協定を結んでいま
す。今回、同社が行っている「私の地元応援募
金」として約 42 万円を市に贈呈しました。
　同社の小島啓支社長は、「地元を応援し、地
元活性化の一役を担いたいと寄附しました。こ
れからも地元に根差した活動をしていきます」
と話していました。

西川北菅原神社牛越祭

来年の牛越祭に期待

7

28

　西川北の菅原神社で牛越祭が行われました。
　今年は、新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、毎年恒例の牛の丸太越えは行わず、神
事のみ行われました。神事には、地区の役員な
ど約 30 人が参加しました。
　牛越祭保存会の津留誠会長は、「新型コロナ
ウイルスの状況次第でもありますが、来年こそ
は牛の丸太越えを行いたいです」とあいさつし
ました。



支
　
援

教
　
育

問 通
学
路
危
険
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点
検
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市
学
校
教
育
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総
務
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直
通
）

　

市
で
は
、
7
月
4
日
の
豪
雨
で
被
災

し
た
熊
本
県
人
吉
市
へ
の
支
援
と
し

て
、
支
援
物
資
の
搬
送
と
生
活
系
ご
み

の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
が
全
国
青
年
市
長
会
か
ら

の
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
・
保
管
拠
点

と
な
り
、
7
月
27
日
に
受
け
入
れ
た
物

資
の
搬
送
を
行
い
ま
し
た
。
同
会
は
、

49
歳
ま
で
に
当
選
し
た
市
長
が
会
員
と

な
る
組
織
で
す
。
同
会
会
員
市
や
過
去

に
会
員
で
あ
っ
た
市
で
は
、
災
害
相
互

応
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
会
員
市
で
あ
る
人
吉
市
の
隣

接
市
が
え
び
の
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　

7
月
30
日
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
各
小
学
校
区
で
「
通
学
路
危

険
箇
所
合
同
点
検
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
登
下

校
時
の
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
各
関
係
機
関

の
連
携
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
検
は
、

各
関
係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ
と
で
、

危
険
箇
所
の
情
報
を
共
有
し
、
改
善
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

点
検
に
は
、
宮
崎
県
小
林
土
木
事
務

所
、
え
び
の
警
察
署
、
市
建
設
課
、
市

基
地
・
防
災
対
策
課
、
市
農
林
整
備
課
、

市
学
校
教
育
課
、
各
小
中
学
校
の
教
職

員
ら
約
30
人
が
参
加
し
、
用
水
路
近
く

の
通
学
路
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
な

ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
点

検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
応
で
き
る
も

の
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
る

人
吉
市
へ
の
支
援

問
市
企
画
課
　
☎
35
‐
3
7
1
2
（
直
通
）

　
「
子
育
て
支
援
で
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
思
い
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
、
Ｎ
ｏ
ｇ
ｉ
ｋ
ｕ
代
表
の
宮
田

久
代
さ
ん
で
す
。

　

Ｎ
ｏ
ｇ
ｉ
ｋ
ｕ
は
、
平
成
30
年
か
ら
活
動

し
て
い
る
飯
野
高
校
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ク

ル
で
、
現
在
、
卒
業
生
2
人
、
在
校
生
14
人

の
計
16
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
生
徒
自
身

が
立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
守
護
・
忘
れ
ら
れ

な
い
想
い
・
幸
福
と
い
う
花
言
葉
の
「
野
菊
」

に
ち
な
ん
で
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
3
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。「
お
ひ
る
ね
・
お
す
わ
り
ア
ー

ト
や
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
癒
さ
れ
る
よ
う
に

ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
企
画
し
ま
し
た
。
4

回
目
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ

う
に
活
動
が
で
き
な
い
中
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
た
Ｎ
ｏ
ｇ
ｉ
ｋ

ｕ
。
人
吉
市
ラ
ン
ド
セ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
案
し
ま
し
た
。「
隣
町
の
人
吉
市
で
災
害

に
よ
る
大
き
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
自
宅
で

眠
っ
て
い
る
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
ラ
ン
ド
セ

ル
を
寄
贈
し
た
い
と
い
う
思
い
で
企
画
し
ま

し
た
。
21
個
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
手
作
り
カ

バ
ー
、手
作
り
マ
ス
ク
、文
房
具
、メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
添
え
て
届
け
ま
し
た
」

　

立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
宮
田
さ
ん
と
青
柳

み
の
り
さ
ん
は
、「
私
た
ち
の
活
動
が
、
え

び
の
で
子
育
て
を
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

Nogiku

こ
こ
で
子
育
て
を
し
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
ま
ち
に

　子育て支援サークル

人吉市へ支援物資を届けました

人吉市からのごみの受け入れを始めました

各関係機関が合同で危険箇所を点検

物
資
の
受
け
入
れ
・
保
管
の
拠
点
と
な

り
ま
し
た
。
同
会
会
員
市
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
物
資
は
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で

必
要
と
な
る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や

タ
オ
ル
、
毛
布
な
ど
と
、
復
旧
・
復
興

作
業
に
必
要
と
な
る
雨
が
っ
ぱ
、長
靴
、

手
袋
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
家
庭
の
生
活
系
可
燃
ご

み
の
処
理
が
滞
っ
て
い
る
た
め
、
7
月

31
日
か
ら
市
美
化
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入

れ
を
始
め
ま
し
た
。
平
日
に
限
り
、
1

日
に
5
ト
ン
程
度
ず
つ
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
平
成
13
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で
の
広

報
紙
の
記
事
を
一
部
抜
粋
、修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

え
び
の
ロ
ケ
が
ス
タ
ー
ト

　

え
び
の
市
出
身
の
監
督
、
黒
木
和
雄
さ
ん
の
新
作

映
画
の
撮
影
が
8
月
1
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
の
映
画
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
え
び
の
市
内
で

撮
影
さ
れ
ま
す
。
8
月
17
日
と
18
日
に
は
、
え
び
の

駅
改
め
「
霧
野
駅
」
で
映
画
の
公
開
ロ
ケ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
13
年
8
・
9
月
号
掲
載
）

え
び
の
米
給
食
が
ス
タ
ー
ト

　

9
月
2
日
、
え
び
の
市
内
小
中
学
校
の
学
校
給

食
が
、
え
び
の
産
米
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

地
産
地
消
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

加
久
藤
小
学
校
で
は
、全
校
生
徒
２
９
５
人
が
、

お
い
し
そ
う
に
え
び
の
米
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
14
年
9
月
号
掲
載
）

伊
藤
み
ど
り
さ
ん
の
ス
ケ
ー
ト
教
室

　

1
月
21
日
、
え
び
の
高
原
で
伊
藤
み

ど
り
さ
ん
ら
を
講
師
に
迎
え
、
ス
ケ
ー

ト
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
2
回
行
わ

れ
た
教
室
に
は
、約
５
０
０
人
が
参
加
。

あ
こ
が
れ
の
伊
藤
さ
ん
か
ら
、
直
接
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　

   　
（
平
成
13
年
2
月
号
掲
載
）

広報紙で
振り返るえびの市50年のあゆみ

お す す め の 一 冊

スーパーマーケットでは
人生を考えさせられる
銀色夏生 著

（幻冬舎）

おうさまのこどもたち
三浦太郎 作

（偕成社）

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜～土曜／午前9時～午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時～午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（9月） 時　間

飯野地区コミュニティセンター 4日（金）、
18日（金） 14：05〜14：30

飯野駅前地区体育館→飯野出張所 9日（水）、
30日（水） 14：05〜15：15

麓橋団地→大平職員宿舎→自衛隊
官舎 11日（金） 14：50〜16：30

岡元小学校→市立病院→さくら苑 2日（水）、
16日（水） 13：15〜15：15

プラッセだいわ→真幸地区体育館
→老人福祉センター

3日（木）、
17日（木） 14：05〜16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

霧
は
れ
て
大
山
蓮
華
の
姿
見
ゆ

真
下
に
小
鹿
た
わ
む
る
る
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
克
子

　

大
山
蓮
華
は
日
本
の
各
地
に
自
生
し
、
2
～
4
ｍ
位
で
葉
裏
は
白
毛
が
密
生
し
初
夏

に
な
る
と
枝
先
に
7
㎝
の
白
花
を
つ
け
、
雄
し
べ
の
花
粉
を
包
む
ふ
く
ろ
は
、
鮮
紅
色

で
美
し
く
目
立
つ
。作
者
は
「
え
び
の
高
原
」
で
出
合
っ
た
蓮
華
の
花
と
緑
の
野
を
駈

け
る
小
鹿
と
の
対
比
に
感
動
し
て
い
る
。繊
細
で
す
ば
ら
し
い
。　
　
　
（
評
：
竹
下
妙
子
） 

ほ
う
ず
き
や
花
提
灯
の
遠
い
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
キ
ヨ
子

　

八
月
一
日
炎
天
下
、
友
か
ら
ほ
う
ず
き
が
送
っ
て
き
た
。そ
の
中
の
一
本
は
30
セ
ン

チ
の
茎
に
ほ
う
ず
き
二
個
で
提
灯
の
様
だ
っ
た
。「
道
に
迷
っ
た
ら
足
元
を
照
ら
し
乍な

が

ら
歩
け
る
ヨ
。」
遠
い
里
山
か
ら
暖
か
い
友
情
と
厳
し
い
指
針
を
何い

つ時
も
、
長
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。〝
元
気
で
長
生
き
来
年
も
ほ
う
ず
き
と
会
え
ま
す
よ
う
に
〟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
註
）

焼
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
地
知
恵
子

大
き
な
世
界
地
図
を
見
な
が
ら

み
ん
な
は
ど
こ
に
い
る
の
と
3
歳
の
孫
に
聞
か
れ

小
さ
な
日
本
列
島
の
九
州
を
指
さ
す

こ
こ
に
パ
パ　

マ
マ　

じ
い
じ
い　

ば
あ
ば
あ　

ね
え
ね

ば
あ
ち
ゃ
ん　

じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
る
の
？

そ
う
ね　

じ
い
ち
ゃ
ん
は
お
空
か
ら
み
ん
な
を
見
て
い
る
よ

じ
い
ち
ゃ
ん
は
死
ん
だ
の
？　

い
な
い
の
？

そ
う
だ
よ

で
も
み
ん
な
の
心
の
中
に
ず
ー
と
い
る
よ

ば
あ
ば
あ　

今
夜
は
焼
肉
が
た
べ
た
い
な

パ
パ　

マ
マ　

じ
い
じ
い　

ば
あ
ば
あ　

ね
え
ね

ば
あ
ち
ゃ
ん　

じ
い
ち
ゃ
ん
も

■敬老の日　特別企画
シニア向けの映画上映会を行います。
●日時＝9月13日（日）午後1時30分〜
●場所＝図書館学習室

■ブックリサイクルフェア
皆さんから寄贈していただいたリサイクル本や図書館で
古くなった本・雑誌を配布します。
●日時＝9月27日（日）午前10時〜午後4時
●場所＝文化の杜ひろば

■シニアパワー巡回展
シニアパワー宮崎づくり企画展やパネル展示などを行い
ます。
●開催日＝9月1日（火）〜 29日（火）
●場所＝図書館入口

■認知症啓発コーナー
認知症に関する本やDVD、パンフレットを設置します。
●開催日＝9月1日（火）〜 29日（火）
●場所＝図書館入口
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9
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か

いきいき！健康男女共同参画あんしんねっと■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

あおり運 転も罰 則の対 象です

水の事 故に気を付けましょう

H e a l t h y  L i f eG e n d e r  E q u a l i t yA r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

7月の交通事故
発生状況

人　身 2件
物　件 28件

本年累計 11件
本年累計 182件

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 0件
救　急 53件

本年累計 14件
本年累計 466件

　

9
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
を
促
し
、
本
人
や
家
族

へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
、

脳
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
な
ど
の
タ

ン
パ
ク
質
が
異
常
に
た
ま
り
、
脳
細

胞
の
損
傷
や
神
経
伝
達
物
質
の
減
少

な
ど
で
、
脳
全
体
が
委
縮
し
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
症
し
た
段
階
で
、
す
で
に
長
年
に

わ
た
り
原
因
の
タ
ン
パ
ク
質
が
蓄
積

　

認
知
症
の
人
や
介
護
を
担
う
家
族

が
、
住
み
慣
れ
た
環
境
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
す
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
自
分
事
」
と
し

て
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
月
間
中
は
、
全
国
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。市

と
市
民
図
書
館
で
は
、
認
知
症
に
関

す
る
情
報
の
展
示
や
図
書
の
紹
介
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
が
リ
ハ
ビ

リ
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た
作
品

の
展
示
を
行
い
ま
す
。認
知
症
の
知

識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
文
：
市
介
護
保
険
課 

萩
原
保
健
師

し
て
い
る
た
め
、
現
在
で
は
効
果
的

な
予
防
や
根
本
的
治
療
が
困
難
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、
物
忘
れ
、
時
間
・

場
所
・
人
物
の
認
識
が
う
ま
く
で
き

な
く
な
る
、
物
事
を
計
画
立
て
て
順

に
こ
な
す
こ
と
が
難
し
く
な
る
な
ど

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、無
気
力
、妄
想
・

幻
覚
、
暴
力
・
暴
言
な
ど
の
行
動
・
心

理
症
状
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
適
切
な
支
援
や
環
境
な
ど
に
よ

っ
て
緩
和
で
き
る
症
状
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

者
が
多
い
こ
と
も
男
性
を
取
り
巻
く

問
題
の
一
つ
で
す
。健
康
問
題
や
経

済
・
生
活
問
題
な
ど
の
悩
み
で
生
じ

や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
男

は
弱
音
を
吐
く
も
の
で
は
な
い
」
と

い
っ
た
意
識
が
、
働
き
方
な
ど
で
悩

む
男
性
を
自
殺
へ
追
い
込
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」と
い
っ

た
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
の
解

消
や
働
き
方
の
見
直
し
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男

性
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
く
な
る

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

男
女
共
同
参
画
は
、「
女
性
の
た

め
の
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
男

性
に
と
っ
て
も
生
き
が
い
の
あ
る
社

会
を
目
指
す
上
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を

守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識
は
、
長
い
時

間
を
か
け
て
人
々
の
意
識
の
中
に
形

作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
意
識
は
、

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
根
強
く
残
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
阻
害
す

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
を
取
り
巻
く
問
題
の
一
つ

に
育
児
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
育
児

に
も
っ
と
関
わ
り
た
い
と
い
う
男

性
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。し
か

し
、
厚
生
労
働
省
の
平
成
30
年
度
雇

用
均
等
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

30
年
度
の
男
性
の
育
児
休
業
取
得

率
は
6
・
16
％
で
前
年
よ
り
1
・
02

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
13
％
に
引
き
上

げ
る
目
標
に
は
程
遠
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
働
き
盛
り
の
男
性
に
自
殺

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市

の
委
託
事
業
で
、
地
域
の
身
近
な
相

談
窓
口
と
し
て
市
内
4
カ
所
に
あ
り

ま
す
。

　

主
な
業
務
と
し
て
、
高
齢
者
の
実

態
把
握
や
要
援
護
高
齢
者
の
定
期

訪
問
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
代
行
、

介
護
予
防
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

介
護
の
こ
と
な
ど
、
困
り
ご
と
の

連
絡
が
あ
れ
ば
、
自
宅
に
訪
問
し
て

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
実

態
把
握
と
し
て
担
当
地
域
の
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
、
体
や
生
活
の
状
況
確

認
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。訪

問
の
際
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
連

絡
先
と
担
当
地
区
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
苑
内
）
☎
33
‐
2
3
7
7

【
担
当
地
区
】
堀
浦
、
上
大
河
平
、
下

大
河
平
、杉
水
流
、五
日
市
、東
原
田
、

麓
、町
、片
馬
場
、坂
元
、前
田
、苧
畑
、

高
野
、
大
明
司
、
山
内

■
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ほ
う
よ
う
内
）
☎
25
‐
3
3
1
1

【
担
当
地
区
】
駅
前
、
中
原
田
、
上
原

田
、
南
原
田
、
上
上
江
、
中
上
江
、
西

上
江
、
池
島
、
今
西
、
田
代
、
出
水
、

末
永
、
白
鳥

■
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
35
‐
2
8
0
0

【
担
当
地
区
】
加
久
藤
地
区
全
域

■
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
涼
風
園
内
）

☎
37
‐
3
0
8
5

【
担
当
地
区
】
真
幸
地
区
全
域

　
文
：
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

　 暑 さが 厳しくなる 中、水 に 触 れる 機 会 も多く
なることと思 い ま す。水 の 事 故 は 毎 年 発 生して
います が、どれ も事 前 の 準 備 が あ れ ば 防ぐこと
ができたもので す。次 のことに注 意しましょう。

・遊 泳 禁 止 の 場 所で な い か
・増 水 の 危 険 が な い か
・危 険 箇 所 の 確 認
・周りに監 視 （監 視員・保 護 者 など）は いるか
・溺 れ た 時 に対 処できる道 具 があるか
・体 調 の 管 理
※コロナ対 策をしっかりして出 掛 けましょう。

　 6 月3 0 日 に 道 路 交 通 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、
「あおり運 転」の 罰 則 が 創 設されました。

　 他 の 車 両を妨 害 する目的で、幅 寄 せ や 急ブレ
ー キ などの 行 為 で 交 通 の 危 険 を 生じさせ たり、
事 故を起こすなどの 交 通 の 危 険を生じさせ たり
した 場 合 は、懲 役 刑 などの 重 い 刑 罰 が 科 せられ
ます。また、運 転 免 許も取り消し処 分となります。
◯「思 い やり・ゆ ずり合 い」の 運 転を
◯ドライブレコーダーを活 用しましょう
◯ 妨 害 運 転を受けたときは、車 外に出ることなく
　 1 1 0 番しましょう
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☎35-1116（直通）

ご参加ください「市民交流喫茶」

　市国際交流センターでは、「市民交流喫茶」を開催し
ます。市民交流喫茶は、「えびのや地域のことを知りたい。
えびのをもっと盛り上げたい」と思っている人に参加し
てもらい、月1回ゲストを招いて講話を聞く楽しいつど
いです。同時に地元の食材、産品を試食するなどゲスト
と和やかに過ごしてもらうものです。ぜひ、ご参加くだ
さい。
※新型コロナウイルス感染対策を十分にとって実施しま
す。参加者は、マスクの着用と消毒の協力をお願いします。
■第1回

【開催日】9月17日（木）
【ゲスト】九州国際高等学校中国人教師 唐徳慶氏、張娜

娜氏
　2人は、九州国際高等学校の講師として3年間程度勤
務をしています。学校の紹介やえびの市に住んでの感想、
中国の文化・伝統などの話を聞きながら、簡単な中国語
を教えてもらいます。
※第1回は、国際交流センター指定事業「国際理解講座」
として開催します。
■第2回

【開催日】10月20日（火）
【ゲスト】えびの市地域おこし協力隊 鈴木尚洋氏

　地域おこし協力隊として、えびの市への定住とともに
市の活力となるさまざまな地域活動を行っています。ス
ペイン語が堪能です。現在の活動内容と今後の目標など
を聞きます。
■第3回

【開催日】11月17日（火）
【ゲスト】市社会教育課 主任技師 中野和浩氏

　市の埋蔵文化財発掘調査員として33年間従事。この間、
えびの市には全国でも珍しい埋蔵文化財が多く出土して
います。今後に伝えたい市の歴史と文化財について話し
てもらいます。
■共通事項

【時間】午前10時〜午前11時30分

【場所】市国際交流センター
【定員】25人程度
【参加費】全講話合わせて1,000円（紅茶等飲み物、地元

産品試食代等）※1回のみの参加は400円とします。
【申込方法】参加者の住所・氏名・電話番号を市国際交流

センターに電話でお申し込みください。
【申込期限】9月7日（月）

申・問市国際交流センター
☎35-3211

会計年度任用職員を募集します

　市では、会計年度任用職員（一般事務）を募集してい
ます。

【募集人員】1人
【業務内容】建設課事務（未登記処理関係）
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人

※未登記処理事務の経験者優遇
【報酬】5,783 〜 6,148円（日額）※通勤・期末手当あり
【雇用期間】10月1日〜令和3年3月31日
【勤務時間】午前9時〜午後4時15分（月曜〜金曜 ※祝日、

年末年始を除く）
※時期によっては時間外勤務あり

【勤務場所】市建設課管理係
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】9月18日（金）午後5時まで
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時については、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市建設課管理係に直接、ま

たは郵送（9月18日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市建設課にあります。
申・問市建設課 管理係
☎35-3724（課直通）

工事期間中の駐車場内での通行に
ご注意ください

　市では、市役所本庁舎の屋外エレベーター設置工事を
行っています。設置工事に伴い、一部駐車場、ATM西側
階段、南側スロープ、正面玄関前階段北側半分が使用で
きません。また、設置場所の東側の通路が狭くなってい
ます。駐車場内での自動車等の通行にはご注意ください。
ご迷惑をおかけしますが、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。※ATMは利用できます。

【工事期間】12月18日（金）まで（予定）
【場所】市役所本庁ATM南東部分（写真の赤斜線部分）

問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

受診してください「結核検診（飯野地
区）」

　結核検診（飯野地区）を実施します。対象者である65
歳以上の人は、次の日程のいずれかで検診を受けてくだ
さい。ただし、次に該当する人は受ける必要はありませ
ん。また、①に該当する人は市健康保険課市民健康係ま
でご連絡ください。
①令和2年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レントゲ
ン検査を受けた人
②令和2年4月以降に肺がん検診を受診した人、または市
の人間ドックに申し込みをしている人

【受診方法】対象者には結核検診実施通知書が郵送され
ます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越しく
ださい。どの会場でも受診できますので、都合の良い会

場で受診してください。※検診費は無料です。
【日程および会場】

期日 会場 時間

9 月 2 日
（水）

堀浦多目的集会施設 9：30 〜 10：00
上大河平鍋倉公民館 10：20 〜 10：40
旧大河平小学校 11：00 〜 11：30
下大河平公民館 13：20 〜 15：00

9 月 4 日
（金）

東原田公民館 9：30 〜 10：40
麓自治会子供広場 11：00 〜 11：30
杉水流公民館 13：20 〜 15：00

9 月 8 日
（火）

飯野地区コミュニティセンター 8：30 〜 10：50
田ノ上運動場 11：10 〜 11：30
今西公民館 13：20 〜 13：50
池島公民館 14：10 〜 14：50
上江地区体育館 15：10 〜 15：30

9 月 9 日
（水）

前田公民館 9：30 〜 10：30
坂元公民館 10：50 〜 11：30
苧畑コミュニティセンター 13：20 〜 14：00
高野畜産管理センター 14：30 〜 14：50

9 月 15 日
（火）

飯野駅前地区体育館 8：30 〜 11：30
南原田妙見活性化センター 13：20 〜 13：50
南原田大迫・宮原畩雄様宅 14：10 〜 14：40

9 月 16 日
（水）

山内公民館 9：30 〜 10：10
えびの福祉作業所 10：30 〜 11：30
上上江公民館 13：20 〜 14：10
中上江公民館 14：30 〜 15：00

9 月 23 日
（水）

飯野地区コミュニティセンター 8：30 〜 10：30
南原田公民館 11：00 〜 11：30
飯野駅前地区体育館 13：20 〜 14：40

9 月 25 日
（金）

白鳥地区公民館 9：30 〜 10：30
末永公民館 10：50 〜 11：30
田代公民館 13：20 〜 14：00
出水公民館 14：30 〜 15：00

【リフト付き検診車について】
　リフト付き検診車による検診を以下の日程で行います。
リフト付き検診車では、車いすから検診専用の車いすに
乗り換えて撮影ができます。通常の検診車での検診が困
難な人は、ぜひ、この日をご利用ください。

期日 会場 時間

11 月 16 日
（月）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 〜 11：30
上江地区体育館 13：20 〜 14：20
下大河平公民館 14：50 〜 15：20

11 月 19 日
（木）

飯野駅前地区体育館 9：00 〜 11：30
国際交流センター 13：10 〜 13：40
えびの市役所駐車場 14：00 〜 15：30

問市健康保険課 市民健康係
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今月の表紙　≫ 今月の納税　≫ 人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

17,679人 （前月比 +6人）
男性／8,355人（+20人） 　女性／9,324人（-14人）
転入／54人  転出／32人  出生／10人  死亡／26人

8,222世帯 （前月比 +19世帯）

ま ちづくり講 演会 の取 材に行きました 。文化センターで
の 初 めての 取 材 だった ので 新 鮮 でした 。内 容 がとて

もおもしろく、興 味 深 かったです。（ 長 友 ）

地 域 探 求 活 動 で さ まざ ま なことに 取り組 む 飯 野 高 校
生 。今 回 は「 N o g i k u 」を取 材しました 。本当に飯 野 高

校 生の 積 極 的な 活 動 には毎 回 驚 き、感 動します。（ 久保 田 ）

個人市県民税 第2期
国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期
介護保険料 第3期

8月31日（月）までに納めましょう。 （令和2年8月1日現在）

7 月28 日 に 社 会 福 祉 協 議 会
で「 カレ ー の日＆マスク作り」
が 行 わ れ ました 。講 師 の 久 保
脇 か ず みさん 指 導 の もと、中
学 生 が小 学 生に教えながらマ
スクを 作っていました 。

「剪
せんてい

定体験」参加者募集

　えびの市シルバー人材センターでは、「剪定体験」の参
加者を募集しています。先輩会員の指導のもと、剪定作
業の見学・体験を行いませんか。ぜひ、ご参加ください。

【体験日】9月18日（金）
【時間】午前9時〜正午
【場所】えびの市シルバー人材センター、市文化センター
【受講料】無料
【対象者】令和3年3月31日時点で満60歳以上の人
【申込方法】えびの市シルバー人材センターに電話、また

は申込用紙を直接、郵送、ファクスで提出してください。
※申込用紙はえびの市シルバー人材センターにあります。

【申込期限】9月11日（金）必着
申・問えびの市シルバー人材センター
えびの市大字原田1370-66
☎25-3410/FAX 25-3443

「はつらつサポーター養成講座」に
参加しませんか

　市では、市が行う介護予防事業や、地域で行われる百
歳体操のお手伝い役となるボランティア「はつらつサ
ポーター」の養成講座を開催します。健康寿命を延ばせ
るように、体を動かすこと・かむこと・食べることについ
て知識を深め、脳いきいきのレクリエーションを行うこ
との楽しさを体験しましょう。

【対象者】
・市内在住で、介護保険の認定を受けていない人
・市が行う介護予防事業の手伝いができる人
・養成講座終了後、連絡会（研修等）に参加できる人

【日程等】（全4回）

期日 内容 講師

9 月 29 日
（火）

開講式、包括支援センターの
役割と仕事内容紹介、講座の
目的と進め方、自己紹介
講話「筋力を鍛える意義と百
歳体操について」
実技：百歳体操・脳いきいき

保健師
先輩サポーター

10 月 6 日
（火）

講話「口
こうくう

腔機能を向上させま
しょう」口腔ケア・かむ力・
飲み込む力について
かみかみ体操・しゃきしゃき
体操
市内の百歳体操紹介
実技：百歳体操

歯科衛生士
看護師
保健師

10 月 13 日
（火）

講話「認知機能の低下を予防
しましょう」脳の仕組みと関
連の病気
権利擁護について
サポーター活動の実際
実技：百歳体操・脳いきいき

認知症地域支援推
進員
社会福祉士
保健師

10 月 20 日
（火）

講話「食べることを大切にし
ましょう」介護予防の基本は
食べること
講話「ボランティア活動とは」
実技：百歳体操・脳いきいき
閉講式（認定証授与）

健康保険課 栄養士
先輩サポーター
市社会福祉協議会
ボランティア育成
担当

※全4講座中、3講座以上受講すると「はつらつサポー
ター」として認定されます。その後は「はつらつサポー
ター連絡会」会員として、ボランティア保険に加入し、
地域の百歳体操を支える活動を行います。また、サポー
ター活動に役立つ情報交換や自らの健康保持に役立つ研
修会に参加することになります。

【時間】午前9時10分〜正午　［受付］午前8時50分〜
【場所】市社会福祉協議会 2階
【参加費】無料
【準備する物】マスク、靴、飲み物、運動できる服装
【申込方法】市介護保険課地域包括支援センターに電話

でお申し込みください。
【申込期限】9月23日（水）

申・問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

市体育施設の指定管理者を募集し
ます

　市では、令和3年4月からの市体育施設の指定管理者を
募集します。

【指定管理期間】令和3年4月1日〜令和6年3月31日（3年間）
【応募資格等】次の要件を全て満たす法人、その他の団体

またはグループ
①会社更生法に定める更生手続きまたは民事再生法に定
める再生手続きを行っていないこと
②団体等の役員に破産者、法律行為を行う能力を有しな
い者または禁固刑以上の刑に処されている者がいないこ
と
③地方自治法施行令第167条の4第2項（同項を準用する場
合を含む）の規定により本市における一般競争入札等の参
加を制限されていないこと
④えびの市および他の自治体等から指名停止措置を受け
ていないこと
⑤地方自治法第244条の2第11項の規定による指定の取り
消しを受けたことがないこと
⑥国税または地方税を滞納していないこと
⑦暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第2条
第2号に規定する暴力団またはその利益となる活動を行っ
ている団体（以下「暴力団等」という）ではないこと
⑧団体等の役員または経営に事実上参加している者に、暴
力団等の構成員または暴力団等の関係者と密接な関係を
有する者がいないこと

※申請した団体等が応募資格を満たすかを確認するため
に、市から関係機関に照会を行うことがあります。
※指定管理者として選定された後、本市議会の議決後指定
を受けるまでの間に、応募資格を満たさなくなった場合は、
候補者としての資格を失うものとします。

【申込期限】9月30日（水）
【申請方法】必要書類に記入のうえ、市社会教育課市民体

育係に直接、または郵送（ 9月30日まで必着）で提出してく
ださい。
※内容等の詳細については、募集要項および仕様書で確
認してください。
※申請様式、募集要項、仕様書は、市社会教育課市民
体育係で取得するか、市ホームページ（ https://www.city.
ebino.lg.jp/ ）からダウンロードしてください。
問市社会教育課 市民体育係（市文化センター内）
☎35-2268（直通）

タックスアンサー（よくある税の質
問）をご利用ください

　国税庁ホームページの「タックスアンサー（よくある
税の質問）」では、よくある税の質問に対する一般的な回
答を税金の種類ごとに調べることができます。また、キー
ワード検索もできます。ぜひ、ご利用ください。

【利用方法】次のURLからアクセスしてください。
・パソコンまたはスマートフォンの場合
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/
index2.htm

・携帯電話の場合
https://www.nta.go.jp/m/taxanswer/
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内で「2」を選択してください。
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キリシマシャクジョウ

白
鳥
温
泉
下
湯
か
ら
え
び
の
高
原

を
つ
な
ぐ「
ア
バ
ン
ダ
ン
ト
白
鳥

郷
土
の
森
」。
驚
く
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

巨
木
か
ら
構
成
さ
れ
る
森
で
は
、
自
然

豊
か
な
南
九
州
で
も
他
に
は
見
ら
れ
な

い
風
景
の
中
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

巨
木
の
姿
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
歩
を
進

め
て
い
る
と
、
足
元
に
細
く
白
い
糸
の

よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
し
ゃ

が
ん
で
よ
く
見
て
み
る
と
先
端
に
は
花

が
あ
り
ま
す
。「
霧
島
」の
名
が
つ
い
た

キ
リ
シ
マ
シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
で
す
。

　

一
般
的
な
植
物
は
、
葉
が
あ
り
緑
色

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
植
物
は
葉
を

持
た
ず
、
葉
緑
素
を
持
た
な
い
た
め

真
っ
白
。光
合
成
を
せ
ず
、エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
中
の
菌
類
か
ら
得
て
い
る
珍
し
い

植
物
で
す
。

　

錫
杖
は
、
先
端
に
輪
の
つ
い
た
仏
具

の
こ
と
で
す
。
丸
い
花
と
細
く
長
い
茎

を
錫
杖
に
見
立
て
た
の
で
し
ょ
う
。

　

9
月
か
ら
11
月
が
地
上
へ
茎
を
伸
ば

し
、
花
を
咲
か
せ
る
時
期
。
巨
木
の
森

の
中
、
草
丈
10
㎝
ほ
ど
の
小
さ
な
存
在

と
の
出
会
い
は
、
植
物
の
進
化
、
霧
島

山
の
生
物
の
多
様
性
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：キリシマシャクジョウ（撮影：令和元年11月2日）

キリシマシャクジョウ Burmannia liukiuensis ヤマノイモ目 ヒナノシャクジョウ科

光
合
成
し
な
い
植
物
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